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株主の皆様には、日頃より格別のご高配を賜り、厚く御礼感謝申し上げます。
上場来CAGR（年平均成長率）は
20%に到達
弊社は当期（2025年６月期）で2007
年の創業から19期目を迎え、2015年6
月の東証マザーズ上場以降10年間で売
上高は40億円から当期には240億円を
超え、毎年20%の成長率で成長を続け
ております。
売上高・売上総利益・経常利益・
当期純利益と過去最高を更新
当期におきましては、ネット型リユー
ス事業およびモバイル通信事業が伸長
し、連結売上高は247億71百万円と過
去最高を記録するとともに、親会社株
主に帰属する当期純利益も４億84百万
円と過去最高益を更新しました。これ
もひとえに株主の皆様のご支援の賜物
と感謝しております。営業利益につき
ましても、増収効果と販管費率の継続的改善により６億25百万円と前期比倍増となりました。来期はメディア事業をネ
ット型リユース事業およびモバイル通信事業の主要２事業に再編・統合することで、主要事業のさらなる躍進を目指し
ます。
創業20期目の来期目標は売上高300億円の達成
来期（2026年６月期）の業績予想につきましては、売上高300億円、営業利益11億円、経常利益10億50百万円、親会
社株主に帰属する当期純利益６億50百万円を見込んでおります。
株主の皆様におかれましては、変わらぬご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

株主の皆様へ

代表取締役社長

WinWinの関係が築ける商売を展開し
商売を心から楽しむ主体者集団で在り続ける

企業理念

持続可能な社会を実現する最適化商社

長期ビジョン
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東証マザーズ上場

東証一部上場
（現プライム市場）

（単位：百万円）

※ 2015-2025

CAGR

20.0%

※ 2007-2025

CAGR

45.2%

（予想）

30,000

創業以来のCAGRは45.2％
上場以来のCAGRは20.0％と高成長を継続
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証券コード 3135
2025年９月11日

（電子提供措置の開始日 2025年9月４日）
株 主 各 位

東京都墨田区亀沢三丁目３番14号
株式会社マーケットエンタープライズ

代表取締役社長 小林 泰士

第19回定時株主総会招集ご通知
拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、当社第19回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申し上げます。
本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の下記ウェブサイ

トに「第19回定時株主総会招集ご通知」として電子提供措置事項を掲載しております。
■当社ウェブサイト
https://www.marketenterprise.co.jp/ir/
メニューより「株式・社債情報」タブをご選択いただき、ご確認ください。

また、上記のほか、インターネット上の下記ウェブサイトにも掲載しております。
■東京証券取引所ウェブサイト
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show
「銘柄名（会社名）」に「マーケットエンタープライズ」又は「コード」に当社証券コード
「3135」を入力・検索し、「基本情報」「縦覧書類/PR情報」を順に選択して、「縦覧書
類」にある「株主総会招集通知/株主総会資料」欄よりご確認ください。

敬 具
記

１. 日 時 2025年９月26日（金曜日）午後１時 （受付開始 午後12時30分）
２. 場 所 東京都中央区京橋二丁目１番３号 京橋トラストタワー４Ｆ

トラストシティ カンファレンス・京橋
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３. 目 的 事 項
報 告 事 項 １．第19期（2024年７月１日から2025年６月30日まで）事業報告およ

び連結計算書類の内容ならびに会計監査人および監査役会の連結計算
書類監査結果報告の件

２．第19期（2024年７月１日から2025年６月30日まで）計算書類の内
容報告の件

以 上

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
〇当日ご出席の際は、お手数ながら同封の受付票を会場受付にご提出くださいますようお願い申し上げます。また、紙資源
節約のため、この「招集ご通知」をご持参くださいますようお願い申し上げます。

〇電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容を掲載させていただきます。
〇本株主総会ご出席者様へのお土産のご用意はございません。あらかじめご了承いただきますよう、お願い申し上げます。
〇当日の模様は、インターネットによりライブ配信いたします。詳しくは「第19回定時株主総会 ライブ配信のご案内」
（４頁）をご参照ください。

事業説明会開催のご案内
定時株主総会終了後、同会場にて当社の事業についてのご理解を深めていただくことを目的と

した事業説明会を開催いたします（1時間程度を予定）。
事業説明会には役員および事業責任者が登壇予定です。
ご多用とは存じますが、ご出席いただけますようご案内申しあげます。
なお、事業説明会においてはお食事等のご用意はございませんので、あらかじめご了承くださ

い。
また、事業説明会の様子は、定時株主総会に続き、インターネットによりライブ配信いたしま

す。ライブ配信のご視聴方法につきましては「第19回定時株主総会 ライブ配信のご案内」（４
頁）をご参照ください。
事業説明会でのご質問事前受付のご案内
インターネットを通じて株主の皆さまから当社事業に関するご質問をお受けいたします。
株主の皆さまのご関心の高い事項につきましては、事業説明会で取り上げさせていただく予定
です。
■受付方法
以下のメールアドレスへ質問事項をご記入のうえ、送信をお願いいたします。
ir@marketenterprise.co.jp
■事前質問受付締切 2025年９月18日（木）午後６時
※受付期間終了後に送られたご質問にはお答えできかねます。
※進行上の都合やご質問内容により、すべてのご質問にお答えできない場合があります。
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第19回定時株主総会ライブ配信のご案内

第19回定時株主総会の模様を「YouTube Live」でライブ配信いたします。なお、ライブ配信によって当株主
総会の模様を視聴のみすることができ、ご質問等を発言することはできません。あらかじめご了承の程、よろし
くお願い申し上げます。

ラ イ ブ 配 信 の 詳 細 に つ き ま し て は、 準 備 が 整 い 次 第、 当 社 ウ ェ ブ サ イ ト IR 情 報 ペ ー ジ
（https://www.marketenterprise.co.jp/ir/）よりご案内いたしますので、ライブ配信のご視聴を希望される方
は、適宜、当社ウェブサイトIR情報ページより情報をご確認くださいますようお願い申し上げます。

【ご注意事項】
・可能な範囲において、ご出席株主様の容姿が撮影されないように配慮いたしますが、会場都合等により撮影さ
れてしまう場合がございます。ご出席いただける場合はあらかじめご了承をお願い申しあげます。

・「YouTube Live」はGoogle LLCが提供するインターネットを利用したライブ動画の配信サービス（ビデオス
トリーミングサービス）です。特別な設備を用意することなく、無料で生放送を視聴することが可能ですが、
通信費等がかかる場合がございます。

・当社ウェブサイトやライブ配信をご視聴いただくための通信料につきましては、株主様にてご負担くださいま
すようお願い申しあげます。

・万一、何らかの事情により配信を行わない場合や変更がある場合は、当社ウェブサイトIR情報ページ
（https://www.marketenterprise.co.jp/ir/）にてお知らせいたします。
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事 業 報 告
（2024

2025
年
年

７
６

月
月

１
30

日から
日まで ）

１. 企業集団の現況に関する事項
（1）事業の経過および成果

①当連結会計年度の経営成績の概況
当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用および名目所得の改善やインバウンド需要の

回復を背景に、緩やかな回復基調を維持しました。一方で、物価上昇の継続により実質賃金
が低下し、個人消費の重しとなるなど消費マインドの弱さも見られ、また、海外要因として
は、米国の通商・関税政策の不確実性や中国経済の減速、さらにロシア・ウクライナ戦争お
よび中東紛争の長期化に伴う地政学リスクなどが重なり、依然として世界経済の先行きは不
透明な状況が続いています。
このような状況下、個人消費につきましては、物価上昇が継続していることを背景に、従

前にも増して節約や低価格志向が根強くなりながらもその動向は必ずしも節約・低価格の一
辺倒なものではなく、個人の価値観や嗜好性に応じたメリハリのある消費スタイルが浸透
し、特にインターネットを介した消費行動においてその傾向は顕著であります。
そのような社会環境下、当社グループは「持続可能な社会を実現する最適化商社」をビジ

ョンに掲げ、多様化する消費行動や様々な消費スタイルに対し、個々人そして一部の商品・
サービスにおいては事業者や法人にまでその枠を広げ、インターネットを通じて最適な消費
の選択肢を提供するべく事業を推進しております。その実現に向け、当連結会計年度に行っ
た各事業（報告セグメント）における主な取組の内容は、次のとおりであります。
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報告セグメント 取組の内容

ネット型リユース事業

（個人向けリユース分野）
・商材、物量に応じた最適な買取チャネルの見直しおよび要員配置の最
適化

・出張買取におけるコンサルティング営業の強化
・生産性向上を目的とした各種ＤＸ施策の推進（オートコールシステム
のバージョンアップ、買取業務の一部省人化、一部業務へのAI導入に
よる業務効率向上）

・主要商材（中古スマホ・タブレット）の買取強化による量的拡大
（農機具分野）
・国内法人との取引規模拡大（国内向け展示商談会の実施等）
・海外越境ECサイトのユーザビリティ向上
（おいくら分野）
・リユースプラットフォームとして収益基盤の拡充に向けたシステムバ
ージョンアップ

・官民一体でのSDGsの実現（不要品の二次流通促進による廃棄物の削減
および環境負荷軽減）に向けた地方自治体との連携

・新規加盟店の獲得に重点を置いた営業活動の実施
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報告セグメント 取組の内容

メディア事業

・検索エンジンアルゴリズムに対応した記事のメンテナンスおよびコン
テンツの見直し、並びにモバイル通信および自動車買取に関する新規
メディアの立上げ・育成

・当事業の再成長に向けた動画メディアへの進出

モバイル通信事業

・認知広告のほか主にネット広告を通じた、ニーズにマッチしたシンプ
ルでわかりやすい料金プランの訴求による新規回線契約獲得

・ユーザーの利用シーンと親和性が高いオプションプランの追加による
オプション付帯率の向上（回線あたり単価の向上）

・既存回線契約者に対するプラン変更（4G→5G・5GNSA→5GSAへの
アップグレード）訴求によるユーザーの回線契約期間の長期化と解約
抑止

・解約時における新たな収益機会の創出（解約理由に応じた新プラン案
内等）

これらの取組の結果、売上高は24,771,890千円（前期比30.3％増）、営業利益は
625,635千円（前期比109.4％増）、営業外収益としてデリバティブ解約益を計上したこと
等により経常利益は684,422千円（前期比1,593.0％増）、親会社株主に帰属する当期純利
益は484,710千円（前期は476,300千円の損失）となりました。
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②セグメント別の概況
・ネット型リユース事業
当セグメントでは、販売店舗を有せずインターネットに特化したリユース品の買取及び販

売に関するサービスを展開しており、当社グループの基幹事業であります。
買取においては「高く売れるドットコム」を総合買取サイトの基軸とし、商品カテゴリー

別に分類された複数の買取サイトを自社で運営しております。販売において「Yahoo!オー
クション」をはじめ、「楽天市場」、「Amazon」、「メルカリ」、自社ECサイト「ReRe（リ
リ）」など複数サイトへ同時出品し、インターネットを通じて商品を販売しております。主
に「大型」「高額」「大量」といった、CtoC（個人間取引）では梱包や発送が難しい商品を
取扱い、CtoBtoCというプロセスで当社が取引に介入することで、品質担保をはじめ、リ
ユース品の売買に対して顧客に安心感を提供しております。近年ではこれらで培ったナレッ
ジ・ノウハウを元に農機具分野へ参入し、国内のみならず農機具輸出事業を展開するなど、
既存事業とのシナジーを活かして商材の多様化に努めております。また、リユースプラット
フォーム「おいくら」（全国のリユースショップが加盟し、売り手である一般消費者と買い
手であるリユースショップをマッチングするインターネットプラットフォーム）の基盤拡充
に向けた施策を行っております。
なお、当連結会計年度の各分野における状況は、以下のとおりであります。

（個人向けリユース分野）
前期に引き続き買取チャネルの最適化といった生産性向上策を進めるとともに、対応要員

の再配置および要員あたりの生産性向上のためのＤＸ施策をより一層推進しました。また、
当連結会計年度から本格的に業務へのAI活用の取組みを進め、業務効率化による利益体質の
強化を推し進めました。こうした取組の結果、個人向けリユース分野における収益力は着実
に向上し、当連結会計年度における収益進捗は順調に進みました。

（農機具分野）
中古農機具については、依然として海外からの購買需要が底堅いことに変わりないもの

の、当連結会計年度においては夏をピークに起きた海上運賃の高騰により買い控えが生じそ
の伸び率が鈍化しました。また、輸出における海上輸送の分野においていわゆるコンテナ船
の抜港（船が入港予定だった港を飛ばすこと）が増加しつつあり、受注後出港待ち（売上計
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上待ち）の在庫が増加しました。このような状況に対処するため国内法人との取引拡大に注
力しましたが、販売における国内外比率の見直しや商品利益率の管理体制の見直しといった
オペレーションの再構築に想定より時間を要しており、当連結会計年度における農機具分野
の業績は、減収減益となりました。

（おいくら分野）
「おいくら」については、リユースプラットフォームとしての中長期的な収益基盤拡充に

向けたシステムバージョンアップや官民協働でのSDGsの実現（不要品の二次流通促進によ
る廃棄物の削減及び環境負荷軽減）に向けた地方自治体との連携を推進し、その連携数は当
連結会計年度末日現在で、263自治体（前期比121自治体の増加）となり、人口カバー率
（日本の総人口に占める連携自治体の人口合計）は42.6％となりました。こうした買取依頼
件数増加のための取組みや自社オウンドメディアを活用した加盟店獲得策を取ったことか
ら、加盟店数および売上高は引き続き順調に推移しました。

これらの結果、売上高は12,461,458千円（前期比13.0％増）、セグメント利益は
940,652千円（前期比69.6％増）となりました。

・メディア事業
当セグメントでは、賢い消費を求める消費者に対し、その消費行動に資する有益な情報を

インターネットメディアで提供するサービスを展開しており、以下の10メディアを運営し
ております。
・モバイル通信に関するメディア

「iPhone格安SIM通信」「SIMCHANGE」「カシワン」
・モノの売却や処分に関するメディア

「高く売れるドットコムMAGAZINE」「おいくらMAGAZINE」
・モノの購入に関するメディア

「ビギナーズ」
・モノの修理に関するメディア

「最安修理ドットコム」
・中古農機具の買取・販売プラットフォーム

「中古農機市場ＵＭＭ」
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・クルマに関するメディア
「カーウルトラ」「Motorz」

当連結会計年度におきましては、前期に発生した、主にGoogle社が実施した検索エンジ
ンのコアアルゴリズムの変更により、主要メディアの検索ランキングに影響が生じたことに
より、全体としてのPV（ページビュー）数が大きく変動しました。こうした状況を受け当
連結会計年度においては、新動画メディア「Motorz」の展開をはじめ、検索以外での流入
ルート確保にも取り組み、収益チャネルの多様化を図りはじめました。検索依存からの脱却
を目的としたこれらの施策は効果を発揮しつつあります。しかしながら、前期末から現在に
かけて被った検索トラフィックの減少が通期業績に与えた影響は大きく、前期比では減収減
益となりました。
これらの結果、売上高は566,167千円（前期比15.0％減）、セグメント利益は284,394千

円（前期比17.1％減）となりました。

・モバイル通信事業
当セグメントでは、連結子会社の株式会社ＭＥモバイルが、通信費の削減に資する低価格

かつシンプルで分かりやすい通信サービスを展開しており、主力サービスとして、「カシモ
（＝” 賢いモバイル” の略称）」というブランド名のもと、主にモバイルデータ通信のサービ
スを提供しております。
当連結会計年度におきましては、メディア事業との連携強化により自社通信メディアから

の送客を図るとともに、他社が運営するメディアの積極的活用を図ったことから、引き続き
新規回線の獲得数は好調に推移しました。一方で、解約理由の分析を進めることにより新た
にWiMAXから光回線への切替案内を開始するなど、解約時における収益機会の創出を図り
ました。また、ユーザーの利用状況に合わせた付帯オプションのラインナップを充実させる
ことにより、１回線当たりから得られる利用料金の向上に取り組みました。今後とも、当セ
グメントにおいては、契約回線数の積み上げによる安定的なストック型収入（ユーザーとの
契約期間において月ごとに計上される収入）の確保と、新規回線獲得によるショット型収入
（新規回線獲得時に一括して計上される収入）の確保により収益拡大を図ってまいります。

これらの結果、売上高は11,849,533千円（前期比60.2％増）、セグメント利益は
552,280千円（前期比21.0％増）となりました。
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（2）設備投資の状況
当連結会計年度の設備投資の合計は78,793千円であり、その主な内訳は、業容拡大に伴

う本社移転による建物付属設備、備品等の増加64,464千円、ネット型リユース事業におけ
る業容拡大に伴う、車両運搬具等の増加14,328千円であります。

（3）資金調達の状況
当連結会計年度におきましては、金融機関からの借入を行いましたが、当該借入は前期に

調達した短期借入金の借換によるものであり、実質的に新たな資金調達は行っておりませ
ん。

（4）対処すべき課題
当社グループは、2023年８月14日に、2024年６月期から2026年６月期に至る３ヵ年

の中期経営計画を発表いたしました。当該計画におきましては、2026年６月期に売上高
300億円、営業利益20億円の達成を目標に掲げておりましたが、市場環境の変化や内部体
制の構築遅延により、その進捗に遅れが生じております。そのため、最新の市場環境に即し
た事業運営体制を構築すべく、2026年6月期より組織体制を変更し、当該変更に合わせて
報告セグメントを変更いたします。その狙いとしては、当社グループの強みである顧客のニ
ーズの創出・獲得に向けたマーケティング力と当該ニーズに対応したサービスを提供するオ
ペレーション力をより有機的に結びつけることであり、具体的には、以下の変更を行うもの
であります。
・「メディア事業」を「ネット型リユース事業」・「モバイル通信事業」へ分割・統合
⇒様々なインターネットメディアの展開を通じて、社内外への送客を行っていた「メディ
ア事業」については、従来の独立した報告セグメントから、各事業セグメントへ機能を
分割・統合いたします。これにより、各セグメントにおいて一貫した顧客体験を提供す
ることで提供価値の最大化を目指し、生成AIの台頭により検索行動が変化をしようとす
る環境下、インターネット経由での集客力の更なる強化に加えて顧客生涯価値（LTV）
の向上を目指します。

・「ネット型リユース事業」の「個人向けリユース分野」に「農機具分野」を統合
⇒一般消費者向けのリユースサービスを展開する「個人向けリユース分野」に中古農機具
を取り扱う「農機具分野」を統合いたします。これにより、共通する顧客基盤およびマ
ーケティング手法を活用した追加商材の買い上げ促進等、より効率的かつ収益性の高い
事業運営体制を目指します。
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これらを踏まえ、ネット型リユース事業及びモバイル通信事業の持続的な成長拡大を目指
すべく、対処すべき課題は以下の４点が挙げられます。

① ネット型リユース事業の拡大
当社グループの企業価値向上に向けては、基幹事業であるネット型リユース事業のさらな

る拡大がその基礎的な条件であると認識しております。そのために、事業分野ごとに以下の
点に注力し、持続的な成長拡大に努めてまいります。

・個人向けリユース分野
当分野の持続的な成長拡大に向けては、さらなる収益性の向上が課題であると認識してお

ります。前期においては、当社の強みである出張買取において、潜在ニーズへのアプローチ
を強化し一定の成果を収めるに至ったものの、出張買取への傾倒によって、宅配買取、店頭
買取といった他買取チャネルとのバランスが悪化し、オペレーション工数が肥大化したこと
から一時的に生産性が低下いたしました。当連結会計年度においては、収益見込みに応じた
買取チャネルの最適化や人員配置の適正化に加え、テクノロジーを活用した各種DX施策の
推進により、収益性が改善いたしました。今後も引き続きそれらの取り組みに注力し、コン
タクトセンターの一部AI化や業務プロセスへのAI導入等を推進し、加えて、先述の体制変更
に伴うマーケティング効率の向上と顧客基盤の共有化によって、収益性の向上に努めてまい
ります。

・おいくら分野
当分野におきましては、現段階において全体の収益に与える影響は軽微ではあるものの、

当社グループの認知度向上や、中長期的な視点での収益基盤拡充に向け、加盟店の開拓と同
時に地方自治体との連携を積極的に推進しております。昨今の社会課題である廃棄物の削減
や二次流通の推進に向けた各種施策に努めておりますが、今後はさらにその範囲を拡大し、
官民連携という特色を生かした社会課題解決のためのサービスを企画・展開することで、収
益基盤の拡充に努めてまいります。

2025年08月28日 16時46分 $FOLDER; 13ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



― 13 ―

② モバイル通信事業のサービス強化
モバイル通信事業では、通信費の削減に資する低価格かつシンプルで分かりやすい通信サ

ービスを展開し、モバイルデータ通信のサービスを提供しております。当連結会計年度にお
いては5G新規回線の契約獲得に向けて、メディア事業との連携やWebマーケティングの強
化に加え、認知度向上に向けた積極的な広告投資によって集客強化を図ってまいりました。
また、契約期間満了を迎える既存ユーザーへの契約継続訴求に注力し、回線契約期間の長期
化と解約抑止に努めてまいりました。今後におきましては、引き続き新規回線契約の獲得を
強化しつつ、ユーザーのニーズにマッチしたオプションメニューの拡充や新たな料金プラン
の開発、固定回線サービスの新規展開等により、中長期的なストック収益基盤拡充に努めて
まいります。

③ 優秀な人材の確保・育成と組織体制の強化
近年、労働人口の減少による人材の獲得競争が一層激化する環境下、当社グループにおき

ましては今後のさらなる成長を実現するために、優秀な人材の確保及び育成が必要不可欠で
あると認識しております。教育研修体制の整備、適時適切な配置転換や社内コミュニケーシ
ョンの活性化による成長機会の拡充はもとより、給与水準の向上や福利厚生の充実等様々な
施策によってエンゲージメントを強化することによって、能力の底上げを行うとともに、積
極的な採用活動を通じて、当社グループの企業理念・風土に合致した優秀な人材の確保を進
めてまいります。また、業容の拡大に応じた適切な権限委譲と事業執行状況の管理監督体制
強化による組織体制の強化及び国籍・性別を問わず最適な人員配置を実施してまいります。
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④ 経営管理体制の強化
既存事業に加え、新規事業やサービスの展開が加速し、多角期を迎える当社グループにお

きましては、経営の公正性・透明性・継続性を確保するための更なる管理体制の強化が重要
な課題であると認識しております。業容の拡大を続ける中、AIの積極活用をはじめとしたデ
ジタルシフトによる生産性の向上、業績管理手法の精緻化による利益率の向上や内部統制の
強化に資する業務プロセスの整備・運用など、必要に応じた是正活動を定常的に行うこと
で、より透明性が高く効率的かつ健全な経営管理体制を構築してまいります。

（5）財産および損益の状況の推移

区 分 第16期
(2022年６月期)

第17期
(2023年６月期)

第18期
(2024年６月期)

第19期
(当連結会計年度)
(2025年６月期)

売 上 高 11,986,761
千円

15,257,617
千円

19,008,339
千円

24,771,890
千円

経常利益又は経常損失(△) △328,082
千円

278,540
千円

40,425
千円

684,422
千円

親会社株主に帰属する当期純利益
又は親会社株主に帰属する当期純損失（△） △404,185

千円
290,400

千円
△476,300

千円
484,710

千円

１株当たり当期純利益
又は１株当たり当期純損失（△） △76.29

円
54.56

円
△89.35

円
90.75

円

総 資 産 3,531,382
千円

4,853,851
千円

5,345,043
千円

6,238,459
千円

純 資 産 1,296,091
千円

1,701,900
千円

1,306,086
千円

1,913,684
千円
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（6）重要な親会社および子会社の状況
① 親会社との関係

該当記載事項はございません。

② 重要な子会社の状況
会 社 名 資 本 金 当社の出資比率 主要な事業内容

株式会社ＭＥモバイル 20,000千円 65.0％ モバイル通信事業

株式会社ＭＥトレーディング 30,000千円 100.0％ ネット型リユース事業

株式会社ＵＭＭ 30,000千円 100.0％ メディア事業

MARKETENTERPRISE
VIETNAM CO., LTD. 500,000USドル 100.0％ システム開発

③ その他
該当記載事項はございません。

（7）主要な事業内容
事 業 名 称 事 業 内 容

ネット型リユース事業
・販売店舗を有さない、インターネットに特化した多種多様なリユー
ス品の買取及び販売

・リユースマッチングプラットフォームの運営

メディア事業 「賢い消費」を求める消費者に対して、有益な情報を提供するインタ
ーネットメディアの運営

モバイル通信事業 通信費の削減に資する低価格かつシンプルで分かりやすいデータ通信
サービスの提供
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（8）主要な営業所および工場
①当社

名 称 所 在 地
本社 東京都中央区
錦糸町支社 東京都墨田区
錦糸町・両国オフィス 東京都墨田区
徳島オフィス 徳島県徳島市
札幌リユースセンター 北海道札幌市
仙台リユースセンター 宮城県仙台市
北関東リユースセンター 茨城県結城市
埼玉リユースセンター 埼玉県和光市
千葉リユースセンター 千葉県千葉市
東京リユースセンター 東京都江東区
西東京リユースセンター 東京都府中市
横浜リユースセンター 神奈川県横浜市
名古屋リユースセンター 愛知県名古屋市
大阪リユースセンター（江坂店） 大阪府吹田市
大阪リユースセンター（東住吉店） 大阪府大阪市
神戸リユースセンター 兵庫県神戸市
広島リユースセンター 広島県広島市
鳥取リユースセンター 鳥取県鳥取市
福岡リユースセンター 福岡県福岡市
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②子会社
名 称 所 在 地

株式会社ＭＥモバイル 東京都墨田区
株式会社ＭＥトレーディング 東京都中央区
株式会社ＵＭＭ 東京都中央区
MARKETENTERPRISE VIETNAM CO., LTD. ベトナム社会主義共和国ホーチミン市

（9）従業員の状況（2025年６月30日現在）
事 業 セ グ メ ン ト 区 分 従 業 員 数 前 期 末 比 増 減

ネット型リユース事業 278名 40名減

メディア事業 29名 1名増

モバイル通信事業 11名 −

全 社 （ 共 通 ） 76名 −

合 計 394名 39名減
（注）１．従業員数は就業員数であり、臨時従業員を含んでおりません。

２．全社（共通）は、マーケティング部門、システム開発部門、事業開発部門、管理部門の合計人員数であります。

（10）主要な借入先
借 入 先 借 入 額

株式会社三井住友銀行 1,350,000
千円

株式会社りそな銀行 400,000

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 100,000

株式会社徳島大正銀行 100,000

株式会社みなと銀行 100,000

株式会社京葉銀行 50,000
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（11）その他企業集団の現況に関する重要な事項
該当記載事項はございません。
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２. 会社の株式に関する事項
（1） 発行可能株式総数 18,000,000株
（2） 発行済株式の総数 5,351,800株
（3） 株 主 数 3,170名
（4） 大 株 主

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

株式会社ＷＷＧ 2,075,000
株

38.77
％

小林 泰士 539,600 10.08

加茂 知之 525,000 9.81

BNYM SA／ NV FOR BNYM
FOR BNYM GCM CLIENT
ACCTS M ILM FE

78,000 1.45

丸尾 光兵 70,400 1.31

株式会社ＳＢＩ証券 64,157 1.19

BNY GCM CLIENT ACCOUNT
JPRD AC ISG（FE−AC） 55,154 1.03

楽天証券株式会社 50,800 0.94

株式会社マーケットエンタープラ
イズ従業員持株会 49,100 0.91

ＪＰモルガン証券株式会社 46,628 0.87

（注）当社は自己株式を450株保有しております。また、持株比率は、当該自己株式を控除して計算しております。

（5）その他株式に関する重要な事項
該当記載事項はございません。
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３. 会社の新株予約権等に関する事項
（1）当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権等

第６回新株予約権（2017年８月14日開催の取締役会決議）
① 新株予約権の払込金額 １個につき100円
② 新株予約権の行使価額 １個につき56,200円
③ 新株予約権の行使条件 （注）
④ 新株予約権の行使期間 2019年７月１日から2027年８月31日まで
⑤ 当社役員の保有状況

新株予約権の数 目的となる株式の
種類及び数 保有者数

取締役
（社外取締役を除く） 1,200個 普通株式 120,000株 １名

（注）新株予約権の行使の条件に関する事項は、次のとおりであります。
１．本第６回新株予約権の割当を受けた者（以下、「本第６回新株予約権者」という。）は、2018年６月期から2022年６月期まで

のいずれか連続する２事業年度の経常利益の合計額が５億円を超過した場合に、本第６回新株予約権を行使することができ
る。なお、上記の経常利益の判定においては、当社の提出した有価証券報告書における連結損益計算書の数値を参照するもの
とし、国際財務報告基準の適用等により参照すべき指標の概念に重要な変更があった場合には、別途参照すべき指標を取締役
会にて定めるものとする。

２．上記１．にかかわらず、割当日から本新株予約権の行使期間の終期に至るまでの間に金融商品取引所における当社普通株式の
普通取引終値が一度でも行使価額に50％を乗じた価格を下回った場合、本第６回新株予約権者は残存するすべての本第６回新
株予約権を行使期間の満期日までに行使しなければならないものとする。但し、次に掲げる場合に該当するときはこの限りで
はない。
(a)当社の開示情報に重大な虚偽が含まれることが判明した場合
(b)当社が法令や金融商品取引所の規則に従って開示すべき重要な事実を適正に開示していなかったことが判明した場合
(c)当社の上場廃止、倒産、その他本第６回新株予約権発行日において前提とされていた事情に大きな変更が生じた場合
(d)その他、当社が本第６回新株予約権者の信頼を著しく害すると客観的に認められる行為をなした場合

３．本第６回新株予約権者が死亡した場合、本第６回新株予約権全部を法定相続人の内１名（以下、「権利承継者」という。）が相
続する場合に限り、権利承継者が本第６回新株予約権を行使することができる。なお、権利承継者が死亡した場合、権利承継
者の相続人は本第６回新株予約権を相続できない。

４．本第６回新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数が当該時点における発行可能株式総数を超過することとなるとき
は、当該本第６回新株予約権の行使を行うことはできない。

５．各本第６回新株予約権１個未満の行使を行うことはできない。

（2）当事業年度中に職務執行の対価として当社使用人等に交付した新株予約権等
該当記載事項はございません。

（3）その他新株予約権等に関する重要な事項
該当記載事項はございません。
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４. 会社役員に関する事項
（1）取締役および監査役の氏名等

氏 名 地位および担当 重要な兼職の状況

小 林 泰 士 代表取締役社長
株式会社ＵＭＭ 代表取締役社長
株式会社ＭＥトレーディング 取締役

加 茂 知 之 専務取締役 株式会社ＭＥモバイル 代表取締役社長

今 村 健 一 常務取締役

株式会社ＭＥモバイル 取締役
株式会社ＵＭＭ 取締役
MARKETENTERPRISE VIETNAM CO., LTD.
General Director

寺 田 航 平 取締役

寺田倉庫株式会社 代表取締役社長
株式会社コウェル 代表取締役会長
株式会社堀木エリ子アンドアソシエイツ 社外取締役
GO株式会社 社外取締役（監査等委員）

原 田 典 子 取締役
ＡＩ ＣＲＯＳＳ株式会社 代表取締役
株式会社アスコット 社外取締役

山 﨑 眞 樹 常勤監査役
株式会社ＭＥモバイル 監査役
株式会社ＭＥトレーディング 監査役
株式会社ＵＭＭ 監査役

伊 藤 英 佑 監査役

伊藤会計事務所 代表 公認会計士
八面六臂株式会社 社外監査役
株式会社ライブレボリューション 社外監査役
株式会社アピリッツ 社外監査役
株式会社モバイルファクトリー 社外取締役（監査等委員）

大 井 哲 也 監査役

ＴＭＩ総合法律事務所 パートナー 弁護士
ＴＭＩプライバシー＆セキュリティコンサルティング株式会社
代表取締役
株式会社ジンズホールディングス 社外取締役（監査等委員）
テックファームホールディングス株式会社
社外取締役（監査等委員）
株式会社イメージ・マジック 社外取締役（監査等委員）
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氏 名 地位および担当 重要な兼職の状況

野 田 優 子 監査役

野田綜合会計事務所 代表 公認会計士
野田綜合Ｍ＆Ａコンサルティング 代表取締役
大友ロジスティクスサービス株式会社 社外取締役
株式会社魚金 社外取締役
株式会社ノンストレス 社外監査役
株式会社交換できるくん 社外取締役（監査等委員）

（注）１．取締役 寺田 航平氏および原田 典子氏は、社外取締役であります。
２．監査役全員は、社外監査役であります。
３．監査役 伊藤 英佑氏、野田 優子氏は公認会計士の資格を有し、財務および会計に相当程度の知見を有しております。
４．当社は、取締役 寺田 航平氏、原田 典子氏および監査役全員を、一般株主と利益相反が生じる恐れのない独立役員とし

て、株式会社東京証券取引所に届け出ております。

（2）当事業年度中に退任した取締役および監査役
氏 名 地位および担当 重要な兼職の状況 退任日

谷井 等 取締役

株式会社ペイフォワード 代表取締役
シナジーマーケティング株式会社 取締役会長
株式会社エニキャリ 社外取締役
ハッピーＰＲ株式会社 代表取締役

2024年９月27日

（注） 取締役 谷井 等 氏は、任期満了に伴う退任であります。

（3）責任限定契約の内容
当社と社外取締役２名及び社外監査役４名は、会社法第427条第１項の規定に基づき、

同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づ
く損害賠償責任の限度額は、会社法第425条第１項に定める額としております。なお、当
該責任限定契約が認められるのは、当該社外取締役及び社外監査役が責任の原因となった
職務の遂行について善意かつ重大な過失が無い場合に限られます。

（4）役員等賠償責任保険契約の内容の概要
当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間

で締結しております。当該保険契約の被保険者の範囲は当社及び当社子会社の役員であり、
被保険者は保険料を負担しておりません。当該保険契約により、会社訴訟、株主代表訴訟等
による被保険者が負担することとなった損害賠償金等が填補されることとなります。なお、
被保険者の職務の執行の適正性が損なわれないようにするため、被保険者の故意または重過
失に起因する損害の場合には填補の対象としないこととしております。
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（5）当事業年度に係る取締役および監査役の報酬等の額
①取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針に関する事項

当社は、2021年３月16日開催の取締役会において、取締役の個人別の報酬等の内容に
係る決定方針を決議しております。また、取締役会は、当事業年度に係る取締役の個人別
の報酬等について、報酬等の内容の決定方法及び決定された報酬等の内容が当該決定方針
と整合していることを審議・確認し、当該決定方針に沿うものであると判断しております。

②取締役及び監査役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
当社の取締役の報酬等の総額は、2015年４月17日開催の株主総会の決議（決議当時の

取締役の員数は５名）により、年額250百万円以内（但し、使用人分給与は含まない）、監
査役の報酬等の総額は同株主総会の決議（決議当時の監査役の員数は３名）により、年額
50百万円以内と承認されております。

③取締役の個人別の報酬等の内容の決定に係る委任に関する事項
当社におきましては、取締役会の委任決議に基づき、代表取締役社長である小林泰士が

個人別の報酬額を決定しております。
委任した理由は、報酬算定の根拠となる各取締役の職務内容と管掌領域・部門の貢献度

については、代表取締役社長が当社グループ全体の業績等を勘案しつつ、総合的・合理的
に評価することができると判断したためであります。

④取締役及び監査役の報酬等の総額等

役員区分
報酬等の
総額

(百万円)

報酬等の種類別の総額(百万円) 対象となる
役員の員数

(人)基本報酬 業績連動
報酬等

非金銭
報酬等

取締役
(うち社外取締役)

89
(11)

89
(11)

−
(−)

−
(−)

6
(3)

監査役
(うち社外監査役)

19
(19)

19
(19)

−
(−)

−
(−)

4
(4)

（注）上記の取締役の報酬等の総額、報酬等の種類別の総額、対象となる役員の員数には、2024年９月27日開催の
第18回定時株主総会終結の時をもって退任した取締役１名を含んでおります。
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（6）社外役員に関する事項
①他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係
氏 名 地 位 重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

寺 田 航 平 取 締 役
同氏は、寺田倉庫株式会社代表取締役社長、株式会社コウェル代表取締役
会長、株式会社堀木エリ子アンドアソシエイツ社外取締役、GO株式会社
社外取締役（監査等委員）でありますが、当社と当該法人との間には特別
の関係はありません。

原 田 典 子 取 締 役
同氏は、ＡＩ ＣＲＯＳＳ株式会社代表取締役、株式会社アスコット社外
取締役でありますが、当社と当該法人との間には特別の関係はありませ
ん。

山 﨑 眞 樹 常勤監査役
同氏は、株式会社ＭＥモバイル監査役、株式会社ＭＥトレーディング監査
役、株式会社ＵＭＭ監査役でありますが、当該法人は当社の連結子会社で
あります。

伊 藤 英 佑 監 査 役
同氏は伊藤会計事務所代表、八面六臂株式会社社外監査役、株式会社ライ
ブレボリューション社外監査役、株式会社アピリッツ社外監査役、株式会
社モバイルファクトリー社外取締役（監査等委員）でありますが、当社と
当該法人との間には特別の関係はありません。

大 井 哲 也 監 査 役

同氏は、ＴＭＩ総合法律事務所にパートナー弁護士として所属しており、
またＴＭＩプライバシー＆セキュリティコンサルティング株式会社代表取
締役、株式会社ジンズホールディングス社外取締役（監査等委員）、テッ
クファームホールディングス株式会社社外取締役（監査等委員）、株式会
社イメージ・マジック社外取締役（監査等委員）でありますが、当社と当
該法人との間には特別の関係はありません。

野 田 優 子 監 査 役

同氏は、野田綜合会計事務所代表、野田綜合Ｍ＆Ａコンサルティング代表
取締役、大友ロジスティクスサービス株式会社社外取締役、株式会社魚金
社外取締役、株式会社ノンストレス社外監査役、株式会社交換できるくん
社外取締役（監査等委員）でありますが、当社と当該法人との間には特別
の関係はありません。
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②当事業年度における主な活動状況
・社外取締役
氏 名 出席状況、発言状況及び期待される役割に関して行った職務の概要

寺 田 航 平

当事業年度開催の取締役会13回全てにおいて出席しております。
同氏は元上場企業の創業者かつ当該企業の代表取締役として、また、複数の企業におけ
る社外取締役として培われた企業経営に関する豊富な経験・知見を有しており、当該視
点から業務執行の妥当性・適正性を確保するための役割が期待されております。
当該役割期待に対し、同氏は、取締役会における意思決定事項や報告事項に関して、大
局的・客観的な見地から助言や提案を行う等、社外取締役に期待される役割を適切に果
たしております。

原 田 典 子

2024年９月の当社取締役就任以降、当事業年度開催の取締役会10回全てにおいて出席
しております。
同氏は、現・東証グロース市場に上場するＩＴ企業の代表取締役として、また、他企業
の社外取締役として培われた企業経営に関する豊富な経験・知見を有しており、当該視
点から業務執行の妥当性・適正性を確保するための役割が期待されております。
当該役割期待に対し、同氏は、取締役会における意思決定事項や報告事項に関して、大
局的・客観的な見地から助言や提案を行う等、社外取締役に期待される役割を適切に果
たしております。

（注）上記の取締役会の開催回数のほか、会社法第370条および当社定款第28条の規定に基づき、取締役会決議があったものとみな
す書面決議が１回ありました。

・社外監査役
氏 名 出席状況及び主な活動状況

山 﨑 眞 樹

当事業年度開催の取締役会13回中12回・監査役会15回中14回において出席しておりま
す。
当該会議体において、同氏は大手企業の監査役として培った企業統治に関する豊富な経
験・知見に基づき、経営管理体制全般について適宜意見を表明すると共に、当社グルー
プ全拠点・全部署の往査及び取締役・従業員との積極的な意見交換を実施し、多岐にわ
たる提言を行っております。

伊 藤 英 佑
当事業年度開催の取締役会13回・監査役会15回全てにおいて出席しております。
当該会議体において、同氏は公認会計士として、また、複数の企業における社外役員と
して培った豊富な経験・知見に基づき、財務会計・内部統制の観点から、経営管理体制
についての提言を行っております。

大 井 哲 也
当事業年度開催の取締役会13回・監査役会15回全てにおいて出席しております。
当該会議体において、同氏は弁護士として、また、複数の企業における社外役員として
培った豊富な経験・知見に基づき、法律的な観点から、経営管理体制についての提言を
行っております。
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氏 名 出席状況及び主な活動状況

野 田 優 子
当事業年度開催の取締役会13回・監査役会15回全てにおいて出席しております。
当該会議体において、同氏は公認会計士として、また、複数の企業における社外役員と
して培った豊富な経験・知見に基づき、財務会計・内部統制の観点から、経営管理体制
についての提言を行っております。

（注）上記の取締役会の開催回数のほか、会社法第370条および当社定款第28条の規定に基づき、取締役会決議があったものとみな
す書面決議が１回ありました。
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５．会計監査人の状況
（1）会計監査人の名称

有限責任 あずさ監査法人

（2）当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
支払額

当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 49,600千円

当社及び子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 49,600千円
（注）当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等

の額を区分しておりませんので、上記金額には金融商品取引法に基づく監査の報酬等の額を含めております。

（3）会計監査人の報酬等に監査役会が同意した理由
監査役会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を踏ま

え、会計監査人の監査計画の方針、内容、見積もりの算出根拠及び職務遂行状況並びに、前
年度の監査時間、報酬額等を確認し、当該内容について社内関係部署から報告を受ける等妥
当性を検証した結果、監査予定時間及び報酬は妥当なものであると判断したため、会計監査
人の報酬額について同意いたしました。

（4）非監査業務の内容
該当事項はありません。

（5）会計監査人の解任または不再任の決定の方針
監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場

合には、会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決議し、当該議案を株主総会
の会議の目的とすることといたします。
また、会計監査人が会社法第340条第１項各号のいずれかに該当すると認められる場合に

は、監査役会は監査役の全員の同意により会計監査人を解任いたします。この場合、監査役
会が選定した監査役は解任した旨及びその理由を解任後最初に招集される株主総会に報告し
ます。
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６．会社の体制および方針
（1）業務の適正を確保するための体制

当社は、取締役会において、「内部統制システムの基本方針」を定め、当該方針に基づき、
内部統制システムの整備・運用状況を絶えず評価し、必要な改善措置を講じるほか、当該方
針についても、経営環境の変化等に対応して不断の見直しを行い、一層実効性のある内部統
制システムの整備・運用に努めることとしております。

① 取締役、使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
・コンプライアンス体制の基礎として、取締役及び従業員が遵守すべき規範である行動指針
「ME 10 Core Values」を周知徹底し、高い倫理観に基づいて行動する企業風土を醸成
し、堅持する。

・コンプライアンス体制の構築・維持は管理部門を統括する役員をコンプライアンス担当と
して任命し、当社グループの最優先経営課題の一つとして積極的に取り組む。

・事業部門による自律的管理、管理部門による牽制、内部監査部門による検証という3つの
ディフェンスラインを構築・運用し、当社グループ全体のコンプライアンス及びリスク管
理体制の強化を図る。

・取締役会規程をはじめとする社内規程、業務処理基準を制定、必要に応じて機動的に改定
し、業務の標準化及び経営秩序の維持を図る。

・法令、定款、その他諸規程に違反する事実の未然防止、早期発見及び是正を目的に、内部
通報制度の周知徹底と利用の促進を図る。

・役職員の職務執行の適正性を確保するため、社長直轄の内部監査人を任命し、「内部監査
規程」に基づく内部監査を実施する。また、内部監査人は必要に応じて監査役及び会計監
査人と情報交換を行い、効率的な内部監査を実施する。

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
・株主総会、取締役会、その他重要な意思決定に係る情報は、管理担当部門が法令及び文書
管理規程に基づき、所定の年数を保管・管理する。

・管理担当部門は、取締役及び監査役の閲覧請求に対して速やかに対応する。
③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
・当社の業務執行に係るリスクに関して、各部門におけるそれぞれ予見されるリスクの分析
と識別を行い、リスク管理担当者が全社のリスクを網羅的・総括的に管理する。

・リスクコンプライアンス委員会の運営及び、内部監査室によるリスク管理体制運用状況の
モニタリングにより、定常的なリスク管理を行い、是正・改善の必要があるときには、当
該機関が随時見直しを提案する。
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・ＢＣＰ（事業継続計画）を定め、必要に応じて改定することにより、当社の経営に重大な
影響を与える危機が発生した場合には、危機対策本部を速やかに設置し、損失を最小限に
抑えると共に早期の復旧に努める。

④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
・定例取締役会を毎月１回開催する他、機動的な意思決定を行うため、必要に応じて臨時の
取締役会を開催するものとし、適時適切な職務執行が行える体制を確保する。

・取締役会は、外部機関による客観的な評価の実施や取締役相互の評価などに基づき、取締
役会が実効的に機能し、その役割を適切に果たしているかについて、分析と評価を行う。
取締役会は、当該評価結果を踏まえ、必要に応じて運営等の改善に努める。

・職務執行に関する権限及び責任は、組織規程、職務分掌規程、職務権限規程等において明
文化し、適宜適切に見直しを行う。

・業務管理については、事業計画を定め、会社として達成すべき定性的・定量的な目標を明
確化し、更に各部門の業績への責任を明確化すると共に、業務効率の向上を図る。

・意思決定に第三者の視点を加え、経営の透明性、客観性を確保するため、社外取締役を招
聘する。

⑤ 当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保する体制の各内容
・当社の取締役及び監査役、管理本部は、「関係会社管理規程」に基づき、子会社の取締役
の職務執行を監視・監督する。

・当社の役職員が主要な子会社の取締役及び監査役を兼務し、子会社の取締役会もしくは経
営会議を原則として月１回開催することで、子会社においても適時適切な職務執行が行え
る体制を確保する。

・子会社の経営・財務等に関する重要な事項については当社報告事項とするとともに、重要
な意思決定については当社承認事項とする。

・子会社に関しても当社管理本部を中心に業務プロセスの見直し、情報システムの整備、社
員教育の徹底を実施する。

・当社の内部監査人が、子会社に対して業務監査を実施し、必要があれば、法令及び定款に
適合するように改善指導等を行う。

⑥ 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関す
る事項及びその使用人の取締役からの独立性に関する事項

・監査役が職務遂行について補助すべき使用人を求めた場合、必要な人員を配置する。
・監査役の補助をすべき使用人について、取締役からの独立性確保のため、その任命、異動
等に係る事項は、監査役の事前同意を得るものとする。
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・当該使用人が監査役の職務を補助すべき期間中の指揮権は、監査役に委託されたものと
し、取締役の指示命令は受けないものとする。

⑦ 取締役及び使用人が監査役に報告するための体制、その他監査役への報告に関する体制
・取締役は、監査役が取締役会その他重要な意思決定の過程及び業務の執行状況を把握する
ため、重要な会議に出席できる環境を整備する。

・取締役及び使用人は、会社に重大な損失を与える事項が発生し、または発生する恐れがあ
るときは直ちに監査役に報告する。

・取締役は、監査役に対して、適時適切に経営管理状況を報告する。
・監査役への報告を行った者が、当該報告を理由に不利益な取扱いを受けないことを明確に
するとともに、その旨を取締役及び使用人に周知する。

・監査役は、監査役への報告を行った者に対しての人事考課等に関して、取締役にその理由
の説明を求めることができる。

⑧ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
・取締役及び従業員は、監査役会が毎年策定する「監査計画」に従い、実効性ある監査が実
施できるよう協力する。

・取締役は、監査役が会計監査人及び内部監査人と面談できる環境、随時意見交換及び監査
状況を確認できる体制・環境を構築する。

・監査役は、事業や業績、管理体制等企業運営に関する事項について、取締役及び従業員と
情報交換を行い、又、監査役の判断において必要とされる事項に応じていつでも直接報告
を求めることができる。

・監査役が職務の執行について生ずる費用について、予算計上を求めた場合には、それに応
じた予算を計上する。また、当初設定の監査計画以外にも緊急または追加で監査等の職務
を執行する必要性が生じた場合は当該職務の執行について生ずる費用について、速やかに
支払等の処理を行う。

⑨ 財務報告の信頼性を確保するための体制
・財務報告の信頼性を確保するため、代表取締役指示のもと、金融商品取引法に基づく内部
統制を有効に機能させるべく、全社的な統制活動及び各業務プロセスの統制活動を強化
し、その運用体制を構築する。

・経理に関する社内規程を整備するとともに、最高財務責任者（CFO）を設置し、財務報
告の適正性を確保するための体制の充実を図る。

・最高財務責任者は、当社グループの財務報告に係る内部統制システムを主管し、重要な勘
定科目と財務報告に係る内部統制上重点的な対応が必要となる業務を監査法人と協議の上
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決定する。また、当該業務におけるリスク評価プロセスの設計及び運用を統括する。
⑩ 反社会的勢力との取引排除に向けた基本的な考え方及びその取組状況
・反社会的勢力の排除を実践するため、反社会的勢力排除規程を制定し、その中でいかなる
要求に対しても組織として毅然とした態度で対応することを徹底し、反社会的勢力に対
し、金銭その他の経済的利益を提供しない。

・上記の実現に向け、コンプライアンス教育などの機会を設け、定期的にその内容の周知徹
底を図る。

・警察、顧問弁護士及び特暴連等の外部の専門機関からの情報収集を行い、社内で情報を
共有し、更に、外部調査機関における情報収集により、新規取引先の事前チェックを行う
と共に、取引先とは反社会的勢力であることが判明した場合には契約解除する旨の条項を
入れた覚書を別途交わす。

（2）業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
当社は、監査役制度を採用しており、取締役会、監査役会の各機関を設置しております。

取締役会は社外取締役２名を含む５名の取締役で構成されており、監査役会は１名の常勤監
査役と３名の非常勤監査役で構成されております。なお、監査役全員は社外監査役でありま
す。
毎月開催される取締役会において、各業務を管掌する取締役から業務の執行状況が報告さ

れており、社外取締役が独立した立場から当社の経営への監督、関与ができる状況を構築す
るとともに、監査役が独立した立場から当社の経営に関する監視ができる体制を整備してお
ります。
常勤監査役は、当社取締役会のほか社内の重要会議への出席、事業拠点への往査、社内文

書の査閲、業務執行状況に関する取締役や従業員への聴取等を通じ、業務執行の状況やコン
プライアンスに関する問題点を日常業務レベルで監視する体制を整備しており、経営監視機
能の強化及び向上を図っております。
また、監査役及び会計監査人と連携を図りながら内部監査人による内部監査を実施すると

ともに、内部統制管轄部門が使用人へ対するコンプライアンス研修を実施し、職務執行の適
正性並びに各種法令への適合性を確保しております。
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（3）株式会社の支配に関する基本方針
当社は、現時点におきましては、当該「基本方針」及び「買収防衛策」につきまして、特

に定めておりません。しかしながら、今後の社会的な動向等を注視し、慎重に検討を行って
まいります。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
（注） 本事業報告中の記載金額・株数は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 貸 借 対 照 表
（2025年６月30日現在）

（単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額
（資 産 の 部） （負 債 の 部）

流 動 資 産 5,031,858 流 動 負 債 4,276,139
現 金 及 び 預 金 1,710,882 買 掛 金 887,629
売 掛 金 2,494,474 短 期 借 入 金 2,100,000
商 品 561,819 未 払 金 509,564
貯 蔵 品 14,407 未 払 費 用 327,121
貸 倒 引 当 金 △54,251 リ ー ス 債 務 25,630
そ の 他 304,525 未 払 法 人 税 等 168,847

そ の 他 引 当 金 55,698
そ の 他 201,647

固 定 負 債 48,634
固 定 資 産 1,206,600 リ ー ス 債 務 48,503
有 形 固 定 資 産 312,603 そ の 他 131
建 物 147,832
構 築 物 32,322 負 債 合 計 4,324,774
車 両 運 搬 具 35,792 （純 資 産 の 部）
工具、器具及び備品 12,146 株 主 資 本 1,356,881
土 地 84,510 資 本 金 336,548

無 形 固 定 資 産 77,793 資 本 剰 余 金 317,688
ソ フ ト ウ ェ ア 8,527 利 益 剰 余 金 703,281
の れ ん 69,266 自 己 株 式 △636

投 資 そ の 他 の 資 産 816,203 その他の包括利益累計額 3,910
投 資 有 価 証 券 1,147 為 替 換 算 調 整 勘 定 3,910
繰 延 税 金 資 産 161,959 新 株 予 約 権 829
敷 金 及 び 保 証 金 633,169 非 支 配 株 主 持 分 552,063
そ の 他 19,927 純 資 産 合 計 1,913,684

資 産 合 計 6,238,459 負 債 ・ 純 資 産 合 計 6,238,459
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連 結 損 益 計 算 書
（2024

2025
年
年

７
６

月
月

１
30

日から
日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 24,771,890
売 上 原 価 16,239,748

売 上 総 利 益 8,532,141
販売費及び一般管理費 7,906,505

営 業 利 益 625,635
営 業 外 収 益

自 販 機 収 入 256
デ リ バ テ ィ ブ 解 約 益 143,700
そ の 他 12,807 156,763

営 業 外 費 用
支 払 利 息 32,737
為 替 差 損 18,015
支 払 手 数 料 38,978
そ の 他 8,245 97,976
経 常 利 益 684,422

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 1,741
投 資 有 価 証 券 売 却 益 13,505 15,246

特 別 損 失
固 定 資 産 除 却 損 819 819
税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 698,850
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 231,598
法 人 税 等 調 整 額 △144,718 86,880
当 期 純 利 益 611,969
非支配株主に帰属する当期純利益 127,259
親会社株主に帰属する当期純利益 484,710
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連結株主資本等変動計算書
（2024

2025
年
年

７
６

月
月

１
30

日から
日まで）

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計
当 期 首 残 高 332,416 312,056 220,810 △582 864,699
当 期 変 動 額
非支配株主との取引に
係る親会社の持分変動 − 1,500 △2,238 − △738
新 株 の 発 行
(新株予約権の行使) 4,132 4,132 − − 8,264
親 会 社 株 主 に
帰属する当期純利益 − − 484,710 − 484,710

自 己 株 式 の 取 得 − − − △54 △54

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額) − − − − −

当 期 変 動 額 合 計 4,132 5,632 482,471 △54 492,181
当 期 末 残 高 336,548 317,688 703,281 △636 1,356,881

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
新 株 予 約 権 非支配株主持分 純 資 産 合 計為 替 換 算

調 整 勘 定 その他の包括利益累計額合計

当 期 首 残 高 14,913 14,913 907 425,565 1,306,086
当 期 変 動 額
非支配株主との取引に
係る親会社の持分変動 − − − − △738
新 株 の 発 行
(新株予約権の行使) − − − − 8,264
親 会 社 株 主 に
帰属する当期純利益 − − − − 484,710

自 己 株 式 の 取 得 − − − − △54

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額) △11,003 △11,003 △78 126,498 115,417

当 期 変 動 額 合 計 △11,003 △11,003 △78 126,498 607,598
当 期 末 残 高 3,910 3,910 829 552,063 1,913,684
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連 結 注 記 表

１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記
（1）連結の範囲に関する事項

連結子会社の数 ４社
連結子会社の名称
株式会社ＭＥモバイル
株式会社ＭＥトレーディング
株式会社ＵＭＭ
MARKETENTERPRISE VIETNAM CO.,LTD.

（2）会計方針に関する事項
① 資産の評価基準及び評価方法

棚卸資産の評価基準及び評価方法
商 品………個別法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法により算定）を採用しております。
貯 蔵 品………最終仕入原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法

により算定）を採用しております。
有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券
市場価格のない株式等………移動平均法による原価法
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② 固定資産の減価償却の方法
有 形 固 定 資 産
(リース資産を除く)

………定率法によっております。
ただし、建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した
建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
建物 7〜50年
構築物 10〜30年
工具、器具及び備品 3〜20年

無 形 固 定 資 産
(リース資産を除く)

………定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
自社利用のソフトウェア ５年

リ ー ス 資 産………所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

③ 引当金の計上基準
貸 倒 引 当 金………債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率によ

り、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不
能見込額を算定しております。

④ のれんの償却方法及び償却期間
５年間の定額法により償却しております。

2025年08月28日 16時46分 $FOLDER; 38ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



― 38 ―

⑤ 収益及び費用の計上基準
当社及び連結子会社は、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）及び

「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021年３月26日）を適用してお
り、主要な事業における主な履行義務の内容及び収益を認識する通常の時点は以下のとおりであります。

a.ネット型リユース事業
主にインターネット上で一般顧客にリユース商品等の販売を行っております。リユース商品等の販売につ

いては、顧客に商品を供給することを履行義務としており、出荷時から当該商品の支配が移転されるまでの
期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。

b.メディア事業
主にインターネット上で各種メディアサイトの運営を行っており、当社メディアサイトを訪問したユーザ

ーを広告主である顧客のサービスサイトに送客しております。
広告主とユーザーとの間でサービスの契約が締結されることで当社の広告主への履行義務が充足され、同

時に収益を認識しております。

c.モバイル通信事業
主にインターネット上でモバイル端末の販売、通信サービスの提供を行っております。
モバイル端末の販売については、顧客に商品を供給することを履行義務としており、出荷時から当該商品

の支配が移転されるまでの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。
通信サービスの提供については、各種通信回線の利用を可能な状態にしておくサービスであることから、

サービスの提供期間に応じて収益を認識しております。

２．会計方針の変更に関する注記
（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下
「2022年改正会計基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準
第20-３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準
適用指針第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定
める経過的な取扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による連結計算書類への影響はありませ
ん。
また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結計算

書類における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当連結会計年度の期首か
ら適用しております。なお、当該会計方針の変更による連結計算書類への影響はありません。
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3．会計上の見積りに関する注記
（1）固定資産の減損
① 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

有形固定資産 312,603千円

無形固定資産 77,793千円
② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

当社グループは、各事業拠点が所有する固定資産について、他の資産又は資産のグループのキャッシュ・
フローから概ね独立したキャッシュ・フローを生み出す最小の単位でグルーピングを行っております。
期末日ごとに減損の兆候の有無を判定し、減損の兆候があると認められる場合には、資産のグループから

得られる割引前将来キャッシュ・フローの総額と帳簿価額を比較することによって、減損損失の認識の要否
を判定します。判定の結果、減損損失の認識が必要と判定された場合、帳簿価額を回収可能価額まで減額
し、帳簿価額の減少額は減損損失として認識されます。
将来キャッシュ・フローは、次年度以降の事業計画を基礎としております。また、当該事業計画には、将

来の需要動向や売上予測等の見積りが含まれており、これらの見積りには、今後の施策によりネット型リユ
ース事業における買取数量が拡大する等の仮定に基づく収益が含まれております。これらの仮定について、
将来の不確実な経済条件の変動等により見直しが必要となった場合、将来キャッシュ・フローの見積りに重
要な影響を及ぼす可能性があります。

（2）繰延税金資産の回収可能性
① 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

繰延税金資産 161,959千円
② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

繰延税金資産を計上するにあたり、その回収可能性について、将来減算一時差異の解消スケジュール、将
来課税所得の見積り等に基づき判断しております。将来の合理的な見積可能期間内の事業計画を基礎として
算定した一時差異等加減算前課税所得の見積額に基づいて、当該見積可能期間のスケジューリング可能な一
時差異に係る繰延税金資産について回収可能性があるものと判断しております。
なお、当該事業計画には、将来の需要動向や売上予測等の見積りが含まれており、これらの見積りには、

今後の施策によりネット型リユース事業における買取数量が拡大する等の仮定に基づく収益の見込みが含ま
れております。
課税所得の見積りは、将来の不確実な経済状況の変動によって影響を受ける可能性があり、実際に発生し

た金額が将来課税所得の見積りと異なった場合、翌連結会計年度の連結計算書類における繰延税金資産の金
額に重要な影響を与える可能性があります。
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（3）のれんの減損の兆候に関する判断
① 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

のれん 69,266千円
② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

のれんは過去の企業結合による事業等の取得の結果として発生しており、仮に取得した事業が想定どおり
の収益をもたらさず事業価値の著しい減価がある場合には、減損損失が計上される可能性があります。
当連結会計年度において、当該事業の取得当初の事業計画と当期実績値とに著しい乖離が無く、取得当初

の事業計画の将来部分についても大幅な修正が必要でないことを確認し、減損の兆候はないと判断しており
ます。
取得当初の事業計画は経済環境、市場における競合状況等を織込んだ収益計画など不確実性が内在してお

り、将来の経済状況の著しい変動等により、業績が大幅に悪化した場合、翌連結会計年度の連結計算書類に
おけるのれんの金額に重要な影響を与える可能性があります。

４．連結貸借対照表に関する注記
（1） 有形固定資産の減価償却累計額

252,908千円

（2） 「流動負債」のその他のうち、契約負債の金額は、「７．収益認識に関する注記（3）当連結会計年度及び
翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報」に記載しております。

（3）財務制限条項
当社グループは、運転資金の柔軟な調達を行うため、金融機関とコミットメントライン契約を締結してお

り、本契約には連結貸借対照表及び連結損益計算書等により算出される一定の指標等を基準とする財務制限条
項が付されております。
また、この契約に基づく当連結会計年度末の借入未実行残高は以下のとおりです。
貸出コミットメントの総額 2,200,000千円

借入実行残高 2,000,000千円

借入未実行残高 200,000千円
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５．連結株主資本等変動計算書に関する注記
（1） 当連結会計年度末の発行済株式の種類及び総数

普通株式 5,351,800株

（2） 当連結会計年度末の新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないものを除く）の目的となる株式の
種類及び数
普通株式 218,200株
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６．金融商品に関する注記
（1） 金融商品の状況に関する事項

①金融商品に対する取組方針
当社グループは、仕入拠点の拡大による設備投資や運転資金について、必要な資金を銀行借入により調達

しております。投機的な取引は行わない方針であります。

②金融商品の内容及びそのリスク
営業債権である売掛金は、取引先の信用リスクに晒されております。敷金及び保証金は、主に仕入拠点等

の賃貸借契約によるものであり、賃貸主の信用リスクに晒されております。
営業債務である買掛金、未払金及び未払費用の全ては、１年以内に支払期日が到来するものであります。

借入金及びファイナンス・リース取引にかかるリース債務は、主に設備投資に必要な資金の調達を目的とし
たものであり、金利の変動リスクに晒されております。

③金融商品に係るリスク管理体制
営業債権については、管理本部が主要な取引先の状況を定期的にモニタリングし、取引相手ごとに期日及

び残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。敷金
及び保証金については、差し入れ先の信用状況を定期的に把握することを通じて、リスクの軽減を図ってお
ります。
各部署からの報告に基づき適時に資金繰計画を作成・更新するとともに、手許流動性資金を維持すること

により、流動性リスクを管理しております。

④金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価の算定においては、変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することに

より、当該価額が変動することもあります。
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（2） 金融商品の時価等に関する事項
2025年６月30日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりでありま

す。
連結貸借対照表計上額

（千円）
時価

（千円）
差額

（千円）
敷金及び保証金 633,169 601,642 △31,526

資産計 633,169 601,642 △31,526
リース債務（注３） 74,133 73,199 △934

負債計 74,133 73,199 △934
（注１） 「現金及び預金」「売掛金」「短期借入金」「買掛金」「未払金」「未払費用」「未払法人税等」について

は、現金であること、及び短期間で決済されるため時価は帳簿価額に近似するものであることから、
記載を省略しております。

（注２） 市場価格のない株式等の連結貸借対照表計上額は以下のとおりであります。
区分 連結貸借対照表計上額（千円）

非上場株式 1,147
（注３） １年内返済予定のリース債務を含めて表示しております。
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（3） 金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに

分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価

の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定

に係るインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ

属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

①時価で連結貸借対照表に計上している金融商品
該当事項はありません。

②時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

区分
時価(千円)

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

敷金及び保証金 ― 601,642 ― 601,642

資産計 ― 601,642 ― 601,642

リース債務
（1年内返済予定を含む）

― 73,199 ― 73,199

負債計 ― 73,199 ― 73,199
(注) 時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

敷金及び保証金
時価については、将来返還されない保証金を控除した金額を国債の利回りの利率で割り引いた現在価値

により算定しており、レベル2の時価に分類しております。

リース債務（1年内返済予定を含む）
これらの時価については、一定の期間に区分した債務ごとに、債務額を返済期日までの期間及び信用リ

スクを加味した利率で割り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類しております。
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７．収益認識に関する注記
（1） 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

(単位：千円)
報告セグメント

ネット型
リユース
事業

メディア
事業

モバイル
通信事業 計

総合リユース 9,622,170 − − 9,622,170
マシナリー(農機具・建機) 2,838,556 − − 2,838,556
成果報酬型広告収入 − 463,349 − 463,349
通信サービス手数料収入 − − 11,847,813 11,847,813
顧客との契約から生じる収益 12,460,726 463,349 11,847,813 24,771,890
その他の収益 ― ― ― ―
外部顧客への売上高 12,460,726 463,349 11,847,813 24,771,890

（2） 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
「１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記 (2)会計方針に関する事項 ⑤ 収益

及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。なお、当社グループの取引に関する支払条件は、通常短期
のうちに支払期日が到来し、契約に重要な金融要素は含まれておりません。
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（3） 当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
契約負債の残高等

(単位：千円)
当連結会計年度

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 1,914,833

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 2,494,474

契約負債（期首残高） 51,017

契約負債（期末残高） 64,772

契約負債は、顧客から履行義務を充足する前に受け取った前受金であり、連結貸借対照表上、流動負債のその
他に含まれております。契約負債は、収益の認識に伴い取り崩されます。
当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、51,017千円であ
ります。
なお、残存履行義務に配分した取引価格については、当社グループにおいて、当初に予想される契約期間が１
年を超える重要な取引を認識していないため、実務上の便法を適用し、記載を省略しております。

８．１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 254円29銭
１株当たり当期純利益 90円75銭

９．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

10．その他注記
記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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貸 借 対 照 表
（2025年６月30日現在）

（単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額
（資 産 の 部） （負 債 の 部）

流 動 資 産 2,670,000 流 動 負 債 3,164,054
現 金 及 び 預 金 1,031,418 買 掛 金 32,135
売 掛 金 665,744 短 期 借 入 金 2,100,000
商 品 523,235 未 払 金 434,147
貯 蔵 品 14,407 未 払 費 用 309,444
前 渡 金 830 未 払 法 人 税 等 45,522
前 払 費 用 117,108 未 払 消 費 税 等 79,827
未 収 入 金 312,155 そ の 他 引 当 金 55,698
そ の 他 5,099 リ ー ス 債 務 25,630

固 定 資 産 893,520 契 約 負 債 64,515
有 形 固 定 資 産 312,603 預 り 金 17,133
建 物 147,832
構 築 物 32,322 固 定 負 債 48,634
車 両 運 搬 具 35,792 リ ー ス 債 務 48,503
工具、器具及び備品 12,146 そ の 他 131
土 地 84,510

無 形 固 定 資 産 77,793 負 債 合 計 3,212,689
ソ フ ト ウ ェ ア 8,527 （純 資 産 の 部）
の れ ん 69,266 株 主 資 本 350,002

投資その他の資産 503,123 資 本 金 336,548
投 資 有 価 証 券 1,147 資 本 剰 余 金 316,188
関 係 会 社 株 式 79,901 資 本 準 備 金 316,188
出 資 金 20 利 益 剰 余 金 △302,097
長 期 貸 付 金 35,408 利 益 準 備 金 1,600
長 期 前 払 費 用 921 そ の 他 利 益 剰 余 金 △303,697
敷 金 及 び 保 証 金 236,616 繰 越 利 益 剰 余 金 △303,697
繰 延 税 金 資 産 131,045 自 己 株 式 △636
そ の 他 18,063 新 株 予 約 権 829

純 資 産 合 計 350,831
資 産 合 計 3,563,520 負 債 ・ 純 資 産 合 計 3,563,520
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損 益 計 算 書
（2024

2025
年
年

７
６

月
月

１
30

日から
日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 13,021,151
売 上 原 価 7,656,502

売 上 総 利 益 5,364,648
販売費及び一般管理費 5,534,575

営 業 損 失 （△） △169,926
営 業 外 収 益

デ リ バ テ ィ ブ 解 約 益 143,700
業 務 受 託 料 195,685
受 取 配 当 金 5,675
助 成 金 収 入 7,200
そ の 他 3,433 355,694

営 業 外 費 用
支 払 利 息 32,737
為 替 差 損 8,496
支 払 手 数 料 38,978
そ の 他 8,189 88,403
経 常 利 益 97,365

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 1,741
投 資 有 価 証 券 売 却 益 13,505 15,246

特 別 損 失
固 定 資 産 除 却 損 819
関 係 会 社 株 式 評 価 損 579 1,398
税 引 前 当 期 純 利 益 111,213
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 26,232
法 人 税 等 調 整 額 △131,045 △104,813
当 期 純 利 益 216,026
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株主資本等変動計算書
（2024

2025
年
年

７
６

月
月

１
30

日から
日まで）

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金

資本剰余金 利益剰余金

自 己 株 式 株 主 資 本
合 計資本準備金 利益準備金

そ の 他
利益剰余金 利益剰余金

合 計繰 越 利 益
剰 余 金

当 期 首 残 高 332,416 312,056 1,600 △519,723 △518,123 △582 125,766
当 期 変 動 額
新 株 の 発 行
（新株予約権の行使） 4,132 4,132 − − − − 8,264

当 期 純 利 益 − − − 216,026 216,026 − 216,026
自 己 株 式 の 取 得 − − − − − △54 △54
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） − − − − − − −

当 期 変 動 額 合 計 4,132 4,132 − 216,026 216,026 △54 224,236
当 期 末 残 高 336,548 316,188 1,600 △303,697 △302,097 △636 350,002

新株予約権 純資産合計
当 期 首 残 高 907 126,673
当 期 変 動 額
新 株 の 発 行
（新株予約権の行使） − 8,264

当 期 純 利 益 − 216,026
自 己 株 式 の 取 得 − △54
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） △78 △78

当 期 変 動 額 合 計 △78 224,158
当 期 末 残 高 829 350,831
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個 別 注 記 表

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
（1） 資産の評価基準及び評価方法

棚卸資産の評価基準及び評価方法
商 品………個別法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法により算定）を採用しております。
貯 蔵 品………最終仕入原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法

により算定）を採用しております。
有価証券の評価基準及び評価方法

関係会社株式………移動平均法による原価法
その他有価証券
市場価格のない
株式等 ………移動平均法による原価法

（2） 固定資産の減価償却の方法
有 形 固 定 資 産
(リース資産を除く)

………定率法によっております。
ただし、建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した
建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
建物 7〜50年
構築物 10〜30年
工具、器具及び備品 ３〜20年

無 形 固 定 資 産
(リース資産を除く)

………定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
自社利用のソフトウェア ５年

リ ー ス 資 産………所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

長 期 前 払 費 用………定額法を採用しております。

（3） 引当金の計上基準
貸 倒 引 当 金………債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率によ

り、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不
能見込額を算定しております。
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（4） のれんの償却方法及び償却期間
５年間の定額法により償却しております。

（5） 収益及び費用の計上基準
当社は、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）及び「収益認識に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021年３月26日）を適用しており、主要な事業
における主な履行義務の内容及び収益を認識する通常の時点は以下のとおりであります。

a.ネット型リユース事業
主にインターネット上で一般顧客にリユース商品等の販売を行っております。リユース商品等の販売につ

いては、顧客に商品を供給することを履行義務としており、出荷時から当該商品の支配が移転されるまでの
期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。

b.メディア事業
主にインターネット上で各種メディアサイトの運営を行っており、当社メディアサイトを訪問したユーザ

ーを広告主である顧客のサービスサイトに送客しております。広告主とユーザーとの間でサービスの契約が
締結されることで当社の広告主への履行義務が充足され、同時に収益を認識しております。

２．会計方針の変更に関する注記
（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下
「2022年改正会計基準」という。）等を当事業年度の期首から適用しております。

法人税等の計上区分に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３項ただし書きに定める経過的
な取扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による計算書類への影響はありません。

3．表示方法の変更に関する注記
前事業年度において、「営業外収益」の「業務受託料」に含めておりました一部の「管理業務受託料」（前

事業年度36,000千円）は、業務管理上の実態に照らしてより適切に表示するため、当事業年度より「販売
費及び一般管理費」の控除項目として表示する方法に変更いたしました。
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4．会計上の見積りに関する注記
（1） 固定資産の減損

① 当事業年度の計算書類に計上した金額
有形固定資産 312,603千円

無形固定資産 77,793千円
② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

連結注記表に記載しているため、記載を省略しております。

（2） 繰延税金資産の回収可能性
① 当事業年度の計算書類に計上した金額

繰延税金資産 131,045千円
② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

連結注記表に記載しているため、記載を省略しております。

（3） のれんの減損の兆候に関する判断
① 当事業年度の計算書類に計上した金額

のれん 69,266千円
② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

連結注記表に記載しているため、記載を省略しております。
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5．貸借対照表に関する注記
（1） 有形固定資産の減価償却累計額

220,112千円

（2） 関係会社に対する債権・債務
短期金銭債権 150,834千円

長期金銭債権 35,408千円

短期金銭債務 26,305千円

（3） 財務制限条項
当社は運転資金の柔軟な調達を行うため、金融機関とコミットメントライン契約を締結しており、本契約に

は連結貸借対照表及び連結損益計算書等により算出される一定の指標等を基準とする財務制限条項が付されて
おります。
また、この契約に基づく当連結会計年度末の借入未実行残高は以下のとおりです。
貸出コミットメントの総額 2,200,000千円

借入実行残高 2,000,000千円

借入未実行残高 200,000千円
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6．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高

営業取引による取引高
売上高 103,062千円
その他の営業
費用 381,832千円
営業取引以外の取引による取引高 201,816千円

7．株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度末の自己株式の数

普通株式 450株
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8．税効果会計に関する注記
繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産
未払事業税 6,739千円
未払事業所税 3,224千円
棚卸資産評価損 7,432千円
投資有価証券評価損 21,096千円
関係会社株式評価損 15,094千円
未払賞与 25,405千円
減損損失 43,097千円
繰越欠損金 204,651千円
その他 28,232千円

繰延税金資産小計 354,974千円
評価性引当額 △223,928千円
繰延税金資産合計 131,045千円
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9．関連当事者との取引に関する注記
子会社及び関係会社等

種 類 会社等
の名称

議決権等の
所有(被所有)

割合

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

（千円） 科 目 期末残高
（千円）

子会社 ㈱MEモバイル 所有
直接65％

役員の兼任
サービスの提供
管理業務引受

管理業務の受託(注)２ 79,200 未収入金 7,260

広告運用代行(注)２ 192,085 未収入金 20,767

広告費の立替 ― 未収入金 103,319

子会社 ㈱MEトレーディ
ング

所有
直接100％

役員の兼任
資金の貸付
輸出業務委託

貸付金の回収(注)１ 14,799 長期貸付金 35,133

（注）１．資金の貸付については市場金利を勘案して決定しております。
２．価格その他の取引条件は、市場実勢を勘案し、価格交渉の上で決定しております。

10．収益認識に関する注記
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は連結注記表に記載すべき事項と同一であるた

め、記載を省略しております。

11．１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 65円40銭
１株当たり当期純利益 40円45銭

12．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

13．その他注記
記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書

独立監査人の監査報告書
2025年８月26日

株式会社マーケットエンタープライズ
取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人
東京事務所
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 栗栖 孝彰

指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 百々 龍馬

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社マーケットエンタープライズの2024年７月１日から2025年

６月30日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連
結注記表について監査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社マー

ケットエンタープライズ及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な
点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監査法

人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する
規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人
は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。

また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ
とにある。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に

対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と連結

計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違
以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告することが

求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示する

ことにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判
断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切であるかどうかを評

価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合に
は当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないか

どうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽
表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると
合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断

を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、実
施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施に
際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注
記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続企
業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の
前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重
要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求
められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継
続企業として存続できなくなる可能性がある。

・連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうかとと
もに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正
に表示しているかどうかを評価する。

・連結計算書類に対する意見表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を入手するため
に、連結計算書類の監査を計画し実施する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。
監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不

備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査

人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許
容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。
利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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会計監査人の監査報告書

独立監査人の監査報告書
2025年８月26日

株式会社マーケットエンタープライズ
取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人
東京事務所
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 栗栖 孝彰

指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 百々 龍馬

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社マーケットエンタープライズの2024年７月１日から

2025年６月30日までの第19期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記
表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類等

に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監査法

人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規
定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基
礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。

また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ
とにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に対

して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と計算書

類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外
にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告することが

求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適正に表示するこ

とにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断し
た内部統制を整備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるかどうかを評価

し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には
当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかど

うかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示
は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的
に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断

を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、実
施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施に際
して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。
・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注
記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続企業
の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前
提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な
不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められて
いる。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業と
して存続できなくなる可能性がある。

・計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうかととも
に、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示
しているかどうかを評価する。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不

備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査

人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許
容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告書

監 査 報 告 書
当監査役会は、2024年７月１日から2025年６月30日までの第19期事業年度の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成

した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。
１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（1）監査役会は、当事業年度の監査の方針及び計画等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受けるほ

か、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
（2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、当事業年度の監査の方針及び計画に従い、取締役、内部監査

室その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施し
ました。

①取締役会その他重要な会議に出席すると共に、代表取締役と定期的に意見交換を行ったほか、取締役及び使用人等からそ
の職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な文書を閲覧し、本社及び全ての事業所において
業務及び財産の状況を調査いたしました。
国内子会社については、常勤監査役が子会社の監査役を兼務しており、子会社の取締役会その他重要な会議に出席し事業
の報告を受け、必要に応じて説明を求め、当該子会社の事業所に赴き、業務、財産の状況を調査いたしました。海外子会
社については、海外子会社の取締役及び使用人から必要に応じて事業の報告を受け、経営管理の状況を把握しました。

②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式会社及び
その子会社からなる企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項
に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）につい
て、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたし
ました。

③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人からそ
の職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行
われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（企業会
計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変
動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計
算書及び連結注記表）について検討いたしました。

２．監査の結果
(1)事業報告等の監査結果
① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関する事業報

告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。
(2)計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人有限責任あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

(3)連結計算書類の監査結果
会計監査人有限責任あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。
2025年９月２日

株式会社マーケットエンタープライズ 監査役会
常勤監査役（社外監査役） 山 﨑 眞 樹 ㊞
社外監査役 伊 藤 英 佑 ㊞
社外監査役 大 井 哲 也 ㊞
社外監査役 野 田 優 子 ㊞

以 上
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株主優待のご案内

IR専用お問い合わせフォームよりお問い合わせください。
https://www.marketenterprise.co.jp/ir/support/contact.html

株主優待制度についてのお問い合わせ先

株主優待について
■対象となる株主様
毎年６月末、12月末日現在の当社株主名簿に記載または記録された500株以上の株式を保有されかつ以下の継続
保有期間条件を満たされている株主様。

■発送時期
(1)６月基準日：毎年９月上旬に発送する「定時株主総会招集ご通知」に同封することを予定しております。
(2)12月基準日：後日詳細決定次第、ご案内いたします。

Amazonギフトカード/ QUOカードpay/ PayPayマネーライト/ｄポイント/ au PAY ギフトカード/ Visa
e ギフト vanilla/ 図書カード NEXT/ Uber Taxi ギフトカード/ Uber Eats ギフトカード/ Google Play ギ
フトコード/ プレイステーション®ストア チケット/ DMMプリペイドカード/ すかいらーくご優待券/ JAL
マイレージバンク/ 選べるおいしいお肉カード/ ブックライブ デジタルプリペイドカード/ 選べるお取り寄せ
スイーツカード/ 選べるお取り寄せグルメカード/ Huluチケット/ 選べるブランド肉カード/ オイシックスギ
フトコード/ Robloxギフトカード/ えらべるおむつギフト/ U-NEXTギフトコード（ポイント）/ U-NEXTギ
フトコード（30days）/ ビットコイン by bitFlyer/ ビットコイン by CoinTrade/ ビットコインキャッシュ
by CoinTrade/ リップル by CoinTrade/ イーサリアム by CoinTrade/ ライトコイン by CoinTrade

■優待内容
以下のデジタルギフトのなかからお選びいただいた任意の種類につき、６月基準日・12月基準日の年２回、それ
ぞれ25,000円分を進呈いたします。

基準日 継続保有期間

2025年12月末日 条件なし

2026年６月末日 条件なし

2026年以降の12月末日 １年以上

2027年以降の６月末日 １年以上

※お選びいただくデジタルギフトについては、交換可能単位の合計が25,000円分になるまで、任意の種類、任意の回数交換いただけます。

※「500株以上・１年以上継続保有」とは、毎年12月31日および６月30日の株主名簿において、同一の株主番号で500株以上を３回連続で記
録または記載されていることを指します。
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

※駐車場の準備はいたしておりませんので、ご了承のほどお願いいたします。
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東京駅

新京橋ランプ
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京橋ＪＣＴ

宝町ランプ

交通アクセス
ＪＲ東京駅

東京メトロ銀座線京橋駅 7番出口

八重洲南口 より徒歩４分

より徒歩１分

東京メトロ有楽町線銀座一丁目駅 7番出口 より徒歩５分

都営浅草線宝町駅 A5出口 より徒歩４分
東京メトロ銀座線・東西線／
都営浅草線日本橋駅 B3出口 より徒歩５分

株主総会会場ご案内図
京橋トラストタワー 4F トラストシティカンファレンス・京橋
東京都中央区京橋二丁目1番3号場 所
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